
器楽合奏による表現指導の実践例
（2007年度）

幼児教育学科 末　吉　加代子

本学では音楽表現の一分野として器楽合奏の授業を行なっている。合奏は相互の音楽の役割分担によ

って成立するものであり、表現意欲を高めると共に仲間意識や社会性を育てるのに優れた活動である。

学生には楽器の演奏法や合奏の指導法を学習することも大切であるが、仲間と共に音楽を創造していく

過程においてアンサンブルの楽しさを感じ、完成させた時の喜びや達成感を味わい感動を体験すること

こそ必要であると考えている。そのためにも毎年、幼児教育学科のフェスティバルにおいて発表する目

標を設け、より完成度の高い合奏を目指し努力させるようにしている。

「風の通り道」は平成18年度第30回幼児教育学科フェスティバルにてⅡ回生幼児教育学科Ｂクラスの

発表した作品であり、選曲はＢクラスの合意で決定された。楽譜は合奏譜ではなくピアノ連弾用のもの

を使用して、クラスの状況や学校の備品を考慮に入れて創作したものである。
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２００６年幼児教育学科フェスティバルプログラム
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風のとおり道
末吉加代子　編曲

前奏
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フェスティバルでの演奏を終えて

「風のとおり道」はアニメ（となりのトトロ）の挿入歌で、久石譲氏の作曲である。氏の作風は個性

的で民族的なリズムや和声が魅力的であるが、更に熱田公紀氏のピアノアレンジにより複雑で重厚さを

増し素晴らしい編曲に成っている。ピアノ曲として当然のことながら、演奏技量を発揮させる箇所が多

く、学生にとって複雑なリズムや和音の理解と共に楽器の演奏も困難なものであった。練習時、学生は

自らの選曲にも関らず「選曲が悪い」「フェスティバルに出ない」などと、放棄しかねない状況に陥っ

たことも度々あり指導に大変悩まされた。そこで、作曲者の意図など全く無視して複雑な和音の簡略化

や演奏困難なリズム変更、演奏パート変更を繰り返した。また演奏困難であるが、どうしても表現した

いパートはピアノの得意な山本有香さんの独奏を挿入することにより楽譜の方は切り抜けることができ

た。しかし、この曲は情感豊かなこともありテンポが変化に富み、常にフェルマータ（停止記号）が在

るため充分に歌うことや息を合わせること等大変難しい曲である。非常に簡略化してしまった合奏で、

まとまりに欠けるＢクラスに果たして良い演奏ができるのかどうか心配したが、指揮をしてくれたＢク

ラスのボス的存在の池田佳央梨さんが、この曲の美しさや魅力を充分に引き出してくれた。彼女は音楽

好きであるが、読譜やピアノの練習が苦手である。しかし持ち前の統率力と度胸、歌う力により曲想を

よく理解してスケールの大きい伸びやかな表現をしてくれた。また前奏（96頁）は合奏が大体仕上がっ

た段階で思いつきにより付け足すことにした。「即興的に『風』を自由に表現しては如何でしょうか？」

との問いかけに何時も合奏練習から逃げていた学生まで大変熱心な工夫を考えてくれた。（前奏譜は楽

器を自由に使っての即興的な表現であるため楽譜はイメージ譜である。）

さすがに普段怠け者の学生もフェスティバルが迫ってくると自主的に時間を見つけてパート練習や重

奏練習を繰り返す姿をよく見かける。利己的な学生の多いクラスであるが、確かに協調性が育ってきた

ように思える。フェスティバル当日は、まだまだ練習不足で不揃いの箇所もあり「とても良い演奏であ

った」とは言えないが、クラス全員がまとまって懸命に合奏している姿や失敗して落胆している学生の

姿に感動を覚えた。このような合奏体験は幼児教育現場と直接関係ないように思えるが、合奏表現で得

られる感動や協調性は今後の人生を心豊かにしてくれるものである。彼女たちが保育現場において子ど

もたちの自由で柔らかな発想や表現を大切に育て伸ばすことができるような保育士に成長して欲しい。

器楽合奏は学生生活の中でこそできる貴重な体験であり、音楽的な資質のみならず人格的資質の向上

に大きな役割を果たすものであることを実感した。
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２００６年幼児教育学科フェスティバルプログラムⅡ幼Bクラスの演奏風景
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